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　６月１３日（金）に刑部小学校でプール開き
が行われました。
　連日の雨の間、わずかに晴れたこの日、少
し肌寒さを感じながらも、夏本番に向けて、
大きな水しぶきが青空に舞いました。

�誘致企業が決定 p�　　
� みんなの広場  　　　p ��～��
�まちの話題【神郷太鼓田植】 p��～��
�はつらつ健康ひろば
　【熱中症を予防しよう！】 p��～��
�おしらせ p��～��
�ハッピーバースデー    p��　　
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�
月　

日
�
、
金
谷
の
建
設
用
地
で
、
起

��

工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
石
垣
市
長
・
池
田

市
議
会
議
長
・
施
工
業
者
な
ど
約　

名
が
出

��

席
し
、
工
事
期
間
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
稼
働
し
て
い
る
施

設
が
整
備
後
約　

年
経
過
し
、
老
朽
化
し
た

��

こ
と
に
よ
り
建
て
替
え
る
も
の
で
、
家
庭
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥

を
処
理
す
る
施
設
で
す
。

　

新
し
い
施
設
で
は
、
高
効
率
の
電
動
機
の

採
用
な
ど
に
よ
る
省
エ
ネ
・
効
率
的
で
安
定

し
た
処
理
が
可
能
と
な
り
、
経
費
の
節
減
を

図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
処
理
後
の

脱
水
汚
泥
を
堆
肥
原
料
と
し
て
再
資
源
化

を
行
う
な
ど
資
源
循
環
の
役
割
も
担
っ
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
施
設
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
施
設
内
容　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

　

（
地
下
�
階
、
地
上
�
階
）

　

建
築
面
積
�
�
� .
�
�
�

　

延
床
面
積
� ,
�
�
� .
�
�
�

■
処
理
能
力

　
　

�
/
日
（
し
尿 　

�
/
日
、
浄
化
槽　

��

��

汚
泥 　

�
/
日
）

��

■
処
理
方
式

　

高
負
荷
脱
窒
素
処
理
方
式
＋
高
度
処
理　

方
式

■
完
成
予
定

　

平
成　

年
�
月　

日

��

��

■
施
工
業
者

　

ク
ボ
タ
環
境
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

　

大
阪
支
社

■
建 
設 
費　
　
　

億
�
�
�
万
円

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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こ
の
度
、
真
庭
市
に
本
社
が
あ
り
、

国
内
を
始
め
海
外
�
か
国
に
も
関
連
会

社
を
展
開
し
て
い
る
「
オ
ー
テ
ィ
ス
株

式
会
社
」
が
県
営
新
見
工
業
団
地
に
、

進
出
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
 
�
月
�
日
�
に
は
、
建
設
用
地
で
地

鎮
祭
が
催
さ
れ
、
石
垣
市
長
・
池
田
市

議
会
議
長
な
ど
約　

名
が
出
席
し
、
工

��

事
期
間
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
立
地
お
よ
び
企
業
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�
��
�

 �����

�
�
�
�
�
�

　

【
事
業
所
概
要
】　

鉄
骨
造　

平
屋
建

　
　

て
（
建
築
面
積　

約
�
�
�
�
）

　

【
事
業
内
容
】

　
　

樹
脂
フ
ィ
ル
ム
、
粘
着
テ
ー
プ
類
積

　
　

層
品
の
加
工
、
検
査
梱
包

　

【
地
元
雇
用
者
数 
】　
　

名
（
予
定
）

��

　

【
操
業
予
定
】　

平
成　

年
秋

��

�
�
�
�
�
�

　

【
会
社
名
】　

オ
ー
テ
ィ
ス
株
式
会
社

　

【
本
社
所
在
地
】　

真
庭
市
下
湯
原

　

【
代
表
者
】

　
　

代
表
取
締
役　
　

佐
山
修
一

　

【
従
業
員
数
】　

�
�
�
名

　
　

（
国
内
�
�
�
名
、
海
外
�
�
�
名
）

　

■
問
い
合
わ
せ
先

　
　

商
工
観
光
課　

�
�
�
�
�
�
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　河本ダム湖畔にある「新見市クリーンセンター」は、ごみの焼却施設として、

完成から��年目を迎えました。施設をより長く使えるようにするため、平成��

年度から約�年半をかけ、焼却設備の改良工事を行いました。

　しかし、施設を長持ちさせるための手段は、設備の更新や改良工事といった方法だけではありません。

実際には、市民のみなさんにご協力をいただいている、ごみの分別によるところが大きいのです。

　ごみの分別は、ごみの減量化やリサイクル促進だけでなく、施設をより長く使うためにも、非常に

重要です。ところが、「新見市クリーンセンター」に搬入されるごみの一部に、「燃えないごみ」が混

ざっていることがあります。

　一目見ただけでは見分けがつかない状態で、空き缶や金属製の水筒、さらには、座いすやコンクリ

ートがらなどが「可燃ごみ」と一緒に出されている、という悪質な事例も確認されています。

　このようなごみは、焼却炉の故障の原因となり、焼却が出来なくなることにもなりかねません。

　施設をより長く、安心して使っていくためにも、燃えるごみ・燃えないごみの正しい分け方・出し

方にご協力ください。

��������	
��
��
　市では、平成��年度から「ごみの行方」事業を行っています。小学校�年生が社会科でごみ問題や

環境について学ぶことから、実際に施設を見学し、ごみの減量化や分別への関心を高め、家庭から排

出されるごみや下水の処理について学習するものです。今年度は、�月中に市内��小学校の児童約���

人が学習しました。

�����
������

みんなで正しいごみの分別について
学びました！種類によって、さまざ
まなリサイクル方法があることも学
びました。

焼却炉の中などで作業する際の
防護服を着てみました！

■問い合わせ先　生活環境課環境保全係　������
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　「経済センサス- 基礎調査」は、事業所や企業の活

動の状態を調査し、全ての産業分野における事業所

や企業の従業者規模などの基本的構造を全国、地域

別に明らかにし、各種統計調査の基礎資料の整備を

図ることを目的として実施します。

　「商業統計調査」は、商業を営む事業所について、

産業分類別、従業者規模別、地域別などに従業者数、

商品販売額などを把握し、商業施策の基礎資料を得

ることを目的として実施します。

　�月下旬にお届けした調査票を、県知事が任命し

た調査員が回収にお伺いします。

　調査の意義・重要性をご理解いただき、ご協力を

お願いします。

�������������
� � � � � �

■問い合わせ先　企画政策課政策係　��６１１４

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　

市
で
は
、
来
春
採
用
予
定
の
職
員
採
用
候
補

者
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

■
第
一
次
試
験
日
お
よ
び
場
所

　

�
月　

日
�

��

　

新
見
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
山
村
開
発
セ
ン

タ
ー

　

（
消
防
職
体
力
検
査

新
見
市
民
体
育
館
）

■
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月　

日
�
の
平
日

��

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

※
電
子
申
請
は
土
曜
日
、
日
曜
日
も
受
け
付
け
ま

す
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
�
月　

日
�
必
着

��

■
試
験
実
施
要
項
・
受
験
申
込
書
の
入
手
方
法

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

新
見
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w

w
w
.city

.n
iim
i.o
k
a
y
a
m
a
.jp
)

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
験
申
込
書
は
、
A
4
用
紙
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　

総
務
課
人
事
係
お
よ
び
各
支
局
で
交
付
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	



　

お
も
て
に
「
受
験
申
込
書
等
請
求
」
と
朱
書
き
し

た
封
筒
に
、
宛
て
先
を
明
記
し
て　

円
切
手
を

��

貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
�
号
）
を
入
れ
て
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
験
申
込
の
方
法

 
・ 
受
験
申
込
書
と
写
真
�
枚（
�
�
×
�
�
・
�
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
上
半
身
正
面
向
き
で
脱

帽
）
が
必
要
で
す
。
試
験
区
分
に
よ
っ
て
は
免
許

証
な
ど
の
写
し
も
必
要
で
す
。

・ 
持
参
ま
た
は
郵
送
に
よ
る
ほ
か
、
電
子
申
請
で

申
し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
郵
送
お
よ
び
電
子
申
請
の
場
合
は
、
受
験
票
を

送
付
す
る
た
め
、
宛
先
を
明
記
し
て　

円
切
手

��

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
長
形
�
号
）
が
併
せ
て

必
要
で
す
。

※
書
類
不
備
の
場
合
は
、
受
け
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
係

　

〒
�
�
�
�
�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�  
�
�
�
�
�
�

����� �����������

��������	
��
������
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採用予定人員受験資格試験区分

��名程度
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平成��年�月末
日までに卒業見込みの人

事 務 職

若干名

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平成��年�月末
日までに卒業見込みの人
�身体障害者福祉法第��条に定める身体障害者手帳の交付を受けている人
�活字印刷文による出題、口頭による面接に対応できる人
�自力で通勤でき、かつ介助者なしで職務の遂行が可能な人

事 務 職
(身体に障がい 
 の あ る 人 )

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、かつ保健師の資格を有し
ている人または平成��年�月末日までに取得見込みの人

保　 健　 師
（兼事務職）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有し、保育士かつ幼稚園教諭の
資格を有している人または平成��年�月末日までに取得見込みの人

保 育 教 諭 
( 兼 事 務 職 ）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において土木（農業土木を含む）
系学科を履修し卒業した人または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

土木技術職
( 兼 事 務 職 ）

若干名�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、一級建築士の資格を有している人（学歴は問わない）
建　 築　 職
( 兼 事 務 職 ）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、電気主任技術者の資格を有している人、もしくは電気主任技
術者認定校で電気主任技術者免状交付申請に必要な関係学科の単位を取得して卒業した人または平
成��年�月末日までに卒業見込みの人

電気技術職
( 兼 事 務 職 ）

若干名
�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校、専門学校または大学において機械系学科を履修
し卒業した人または平成��年�月末日までに卒業見込みの人

機械技術職
( 兼 事 務 職 ）

�名程度

�昭和��年�月�日以降に生まれた人で、高等学校卒業以上の学力を有する人または平成��年�月末
日までに卒業見込みの人
�身体強健で、運動機能などに障がいがなく、次の条件により消防職員としての適格性が認められる人 
　①身　長　男性����以上、女性����以上
　②体　重　身長とのバランスがとれていること
　③握　力  男性両手とも���以上、女性両手とも���以上
　④肺活量　男性�,����以上、女性�,����以上
　⑤視　力　矯正視力を含む両眼で�.�以上かつ一眼でそれぞれ�.�以上の視力で、赤色、青色および黄
　色の色彩の識別ができること
　⑥聴　力　正常で言語明瞭であること
�普通自動車（マニュアル車）以上の運転免許所有者（取得見込者を含む）※採用後�年以内に大型
免許を取得すること

消 防 職

※上記にかかわらず、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
（�）日本国籍を有しない人
（�）地方公務員法第��条に規定する欠格条項に該当する人
　   例えば、次の事項に該当する人です。
    �成年被後見人または被保佐人 �禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、またはその執行を受けることがなくなるまでの人など

■試験区分、受験資格、採用予定人員

不
用
物
品
の
売
払
い
に
つ
い
て

市
で
不
用
と
な
っ
た
物
品
に
つ
い
て
一
般
競
争
入

札
を
実
施
し
ま
す
。

��
�
�
�
�

�
名
称　

コ
マ
ツ
ゼ
ノ
ア　

　

チ
ッ
パ
シ
ュ
レ
ッ
ダ

　

（
平
成　

年
式
）

��

�
稼
働
時
間

　

�
�
�
時
間

��
�
�
�
�

　

一
般
競
争
入
札

��
�
�
�
�
�

　

�
� ,
�
�
�
円

��
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
日
時

　

�
月　

日
�

��

　

（
受
付
開
始
）
�
時　

分
��

　

（
入
札
開
始
）　

時
��

�
場
所　
 
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー 　

�
階
大
会
議
室

��
�
�
�
�
�
�
�
�

　

売
払
物
品
の
事
前
見
学
が
可
能
で
す
。

�
見
学
期
間

　

�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

※
時
間
は
い
ず
れ
も　

時
〜　

時

��

��

��
�
�
�
�
�
�

　

〔
入
札
に
つ
い
て
〕

　

総
務
課
管
財
係　

�
�
�
�
�
�

　

〔
物
品
・
見
学
に
つ
い
て
〕

　

大
佐
支
局
地
域
振
興
課
産
業
建
設
係　

�
�
�
�
�
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

市
長
が
、
直
接
、
市
内
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
み

な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り

の
ア
イ
デ
ア
、
提
案
な
ど
を

お
伺
い
し
、
懇
談
、
意
見
交

換
す
る
「
市
政
懇
談
会
〜
市

長
と
フ
リ
ー
ト
ー
ク
〜
」
を

開
催
し
ま
す
。
事
前
の
お
申

し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、

ご
都
合
の
良
い
開
催
日
に
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課
広
報
係　

�
�
�
�
�
�

　

大
佐
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

神
郷
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

哲
多
支
局　

�
�
�
�
�
�

　

哲
西
支
局　

�
�
�
�
�
�

開 
催 
日

 
�
月　

日
�

��

 
�
月　

日
�

��

 
�
月　

日
�

��

 
�
月　

日
�

��

 
�
月　

日
�

��

開
会

　

時
��
　

時
��
　

時
��
　

時
��
　

時
��

場　
　
　
　
　

所

哲
多
総
合
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

神
郷
保
健
セ
ン
タ
ー　

研
修
室

き
ら
め
き
広
場
・
哲
西　

第
�
研
修
室

お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

ま
な
び
広
場
に
い
み　

小
ホ
ー
ル

※
都
合
に
よ
り
日
程
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合
は
告
知
放
送
な
ど
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

私
は
、
去
る
�
月
�
日
に
開
催
さ
れ
た
第　

回
全

��

国
市
長
会
議
に
お
い
て
、
市
長
と
し
て
在
職　

年
の

��

特
別
功
労
表
彰
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
栄
誉
は
、
長
年
に
わ
た
り
私
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
市
民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
�
年
�
月
、
市
民
の
皆
様
の
支
持
を
い
た
だ

い
て
旧
新
見
市
長
に
初
当
選
し
て
以
来
、
平
成　

年
��

�
月
に
は
日
本
初
の
電
子
投
票
を
実
施
し
、
旧
市
で

�
期
、
平
成　

年
に
は
�
市
�
町
の
合
併
に
よ
り
誕

��

生
し
た
新
･
新
見
市
の
初
代
市
長
に
当
選
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
日
ま
で
通
算　

年
間
に
わ
た
り
市
政
を

��

あ
ず
か
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の　

年
間
を
振
り

��

返
っ
て
み
ま
す
と
、
重

要
課
題
と
し
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
企

業
誘
致
は
、
シ
ー
ア
イ

化
成
�
を
他
市
と
の
激

戦
を
制
し
て
誘
致
で
き
、

さ
ら
に
県
営
工
業
団
地

に
お
い
て
も
、
こ
の
度

の
オ
ー
テ
ィ
ス
�
進
出

な
ど
�
社
の
立
地
が
実

現
し
、
着
実
に
成
果
が

上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

  
ま
た
、
少
子
化
が
進
む
中

で
、
皆
様
の
要
望
を
受
け
て
小
児
科
専
門
医
師
の
確

保
や
、
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
中
学
校
�
年
生

ま
で
拡
大
し
た
ほ
か
、
他
市
に
さ
き
が
け
て
認
定
こ

ど
も
園
の
整
備
を
推
進
す
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
規
模
事
業
と
し
て
、
ま
な
び
広
場
に

い
み
の
建
設
、
憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
整
備
、
防

災
公
園
建
設
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
や
公
共
下
水
道
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
新
見
公
立
大
学
本
館
･
体
育

館
改
築
、
校
舎
等
教
育
施
設
整
備
、
ご
み
焼
却
施
設

の
改
修
な
ど
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
て
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
お
い
て
は
、
市
民
の
皆
様
の
将

来
負
担
を
極
力
軽
減
す
る
た
め
、
常
に
有
利
な
財
源

を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
お
り
、
人
件
費
や
市
債
残

高
の
削
減
な
ど
行
財
政
改
革
の
成
果
と
も
相
ま
っ
て
、

基
金
総
額
も
�
�
�
億
円
を
超
え
る
な
ど
、
市
財
政

の
健
全
化
も
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

改
め
ま
し
て
皆
様
の
ご
支
援
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
の
度
の
受
賞
を
契
機
に
、
今
後
一

層
の
努
力
を
傾
注
し
、
市
政
進
展
の
た
め
に
微
力
な

が
ら
全
力
を
捧
げ
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
ど
う

か
今
後
と
も
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
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①
報
告
事
項

　

�
月
定
例
会
の
提
出
予
定
議
案
、農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
予
定
、プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
の
販
売
状
況
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
観
光
客

の
入
込
客
数
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
状
況
な
ど
、執
行
部
よ
り
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

②
調
査
事
項

　

河
本
ダ
ム
付
近
の
法
面
土
砂
崩
落

へ
の
対
応
状
況
と
今
後
の
予
定
、岡
山

県
と
鳥
取
県
が
共
同
出
店
予
定
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
進
捗
状
況
、本
年

度
策
定
予
定
の
市
総
合
振
興
計
画
の

進
捗
状
況
な
ど
、執
行
部
の
考
え
や
対

応
を
調
査
し
ま
し
た
。 　�月に開催した

委員会の主な内容
を紹介します。

 
� 
総
務
産
建
常
任
委
員
会

議会�
レポート�
平成��年�月
委員会

①
報
告
事
項

　

�
月
定
例
会
の
提
出
予
定
議
案
、新

見
市
法
曽
陶
芸
館
に
お
い
て
�
月　
��

日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る「
現
代
縄
文

ア
ー
ト 
堀  
江  
武  
史 
展
」や
市
内
で
予
定

ほ
り 

え 

た
け 

し

さ
れ
て
い
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
案
内

な
ど
、執
行
部
よ
り
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

②
調
査
事
項

　

小
学
校
�
年
生
、中
学
校
�
年
生
を

対
象
と
し
て
�
月
に
実
施
し
た
全
国

学
力
調
査
の
学
校
別
成
績
を
公
表
し

な
い
こ
と
に
対
す
る
考
え
方
、独
居
高

齢
者
宅
等
戸
別
訪
問
支
援
事
業
、子
ど

も
の
貧
困
対
策
推
進
法
施
行
に
対
す

る
市
の
取
り
組
み
状
況
、学
校
統
廃
合

の
動
き
な
ど
、執
行
部
の
考
え
や
対
応

を
調
査
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

�
�
�
�
�
�

 
� 
文
教
福
祉
常
任
委
員
会

（
�
月　

日
開
催
）

��

（
�
月　

日
開
催
）

��

���������	
��
����

■問い合わせ先　神郷支局地域振興課産業建設係　������

公の施設の効果的かつ効率的な管理運営を目指すため、次の施設の指定管理者を募集します。

募集要項などの配布は�月��日�まで、申請の受付は�月�日�から�月��日�までです。　

申請を希望する団体はお早めにお問い合わせください。

■施設名　新見市神郷第一スキー場、新見市神郷山村都市交流拠点施設�神郷高瀬交流センター

■指定期間　平成��年��月�日～平成��年�月��日（�年�か月）

※�施設を一括管理するものとします。

　 生前の功績が讃えられ、故　  阿  部  佐  一  　氏
あ べ さ いち

   　 （新見） に  叙位 （従五位） が授与されました。

　 阿部氏は、昭和��年�月に岡山県師範学校を卒

業後、昭和��年�月から岡山県阿哲郡菅生尋常高等

小学校に訓導として赴任され、教職の道を歩み始め

られました。

　その後、思誠小学校で教諭として勤務された後、

昭和��年�月からは新見市立思誠小学校で教頭と

なり、昭和��年�月からは川上郡備中町立布賀小学

校の校長に就任されました。その後、井倉中学校長、

美郷中学校長、新見第一中学校長を歴任され、昭和

��年�月に唐松小学校長で退職されました。

　また、平成��年�月には、高齢者叙勲表彰（瑞宝

双光章）を受けられました。

～おめでとうございます～



�����������
����������

■問い合わせ先　議会事務局　��６１５１

担当 議員名場　所日　時

宮本　英基榎　日出男○坂東　義生◎藤澤　正則千屋 成地いろりの家
�月
��日�
��：��～

林　　光和面田　照雄○杉本美智子◎難波　孝一足見ふれあいセンター

津島　大孝塩飽　満路○小河　俊文◎羽場　純三哲多金ボタル交流館

岩田　秀之石田　　實○山本　昌次◎橋本　亨子坂本コミュニティハウス

宮本　英基榎　日出男○坂東　義生◎藤澤　正則大佐公民館 大井野分館
�月
��日�
��：��～

林　　光和面田　照雄○杉本美智子◎難波　孝一神郷公民館 高瀬分館

津島　大孝塩飽　満路○小河　俊文◎羽場　純三菅 生 市 民 セン タ ー

岩田　秀之石田　　實○山本　昌次◎橋本　亨子哲 西 大 竹 集 会 所

宮本　英基榎　日出男○坂東　義生◎藤澤　正則西方ふれあいセンター
�月
��日�
��：��～

林　　光和橋本　亨子○杉本美智子◎難波　孝一正田ふれあいセンター

津島　大孝塩飽　満路○小河　俊文◎羽場　純三山 村 開 発 セン タ ー

石田　　實面田　照雄○山本　昌次◎岩田　秀之熊 野 総 合 セン タ ー

宮本　英基榎　日出男○坂東　義生◎難波　孝一おおさ総合センター
�月
��日�
��：��～

林　　光和面田　照雄○杉本美智子◎藤澤　正則や ま び こ 広 場 神 郷

岩田　秀之塩飽　満路○小河　俊文◎羽場　純三哲 多 総 合 セン タ ー

石田　　實津島　大孝○山本　昌次◎橋本　亨子哲西公民館 矢神分館

　＊◎は班長、○は副班長。

　＊正副議長は、いずれかの会場に出席します。

������������
����������������
����������
～迫りくる人口減少時代、みんなで新見市の将来について考えよう～

●目的・内容
　　市議会では、市民のみなさんのご意見やご提言を直

　接お伺いし、議会審議への活用や議会運営の改善を図

　るため、次の日程で議会報告・意見交換会を開催します。

　　どの会場でも自由に参加いただけますので、多くの

　市民のみなさんの参加をお待ちしています。

●日時・場所

��������	�
��
������������	�
��
��
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４
月
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、

所
得
の
低
い
人
の
負
担
に
配
慮
す
る
た
め
、

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
を
給
付
し
ま
す
。

■
給
付
対
象
者

　

平
成　

年
�
月
�
日
時
点
で
、
新
見

��

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
、
平

成　

年
度
の
市
民
税
（
均
等
割
）
が
課

��
税
さ
れ
て
い
な
い
人
で
す
。

※
家
族
な
ど
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

　

扶
養
し
て
い
る
人
が
課
税
さ
れ
て
な
い

　

こ
と
。
ま
た
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保

　

護
者
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
の
条

　

件
が
あ
り
ま
す
。

■
給
付
額

　

【
一
般
の
給
付
対
象
者
】　
　
　
  
�
万
円

　

【
加
算
対
象
者
】　
　
　
　
  
�
万
�
千
円

〜
加
算
対
象
者
〜

　
　

給
付
対
象
者
で
あ
っ
て
、
次
の
①
〜

　

⑫
の
受
給
者

　

①
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、

　

遺
族
基
礎
年
金
な
ど

②
児
童
扶
養
手
当

③
特
別
児
童
扶
養
手
当

④
障
害
児
福
祉
手
当

⑤
特
別
障
害
者
手
当

⑥
経
過
的
福
祉
手
当

⑦
原
爆
被
爆
者
諸
手
当

⑧
毒
ガ
ス
障
害
者
対
策
手
当

⑨
ガ
ス
障
害
者
対
策
手
当

⑩
予
防
接
種
法
に
基
づ
く
健
康
被
害

　

救
済
給
付
金

⑪
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

　

健
康
被
害
救
済
給
付
金

⑫ （
医
薬
品
副
作
用
被
害
救
済
制
度

　

の
）
副
作
用
救
済
給
付
ま
た
は
（
生

　

物
由
来
製
品
感
染
な
ど
被
害
救
済

　

制
度
の
）
感
染
救
済
給
付

※
基
礎
年
金
部
分
を
含
ま
ず
老
齢
厚
生
年

　

金
や
退
職
共
済
年
金
の
み
を
受
給
さ
れ

　

て
い
る
人
は
加
算
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

■
申
請
方
法
な
ど

●
申
請
期
間

　

�
月　

日
�
〜　

月　

日
�

��

��

��

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
７
月　

日
�
は
、
臨
時
受
付

２７

　

日
と
し
て
、申
請
で
き
ま
す
。　
　
　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
受
付

も
行
い
ま
す
。

●
受
付
時
間　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

●
申
請
先

　

申
請
時
期
で
場
所
が
変
わ
り
ま
す
！

○
�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�

��

��

　

場 
所　

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室

○
�
月　

日
�
〜　

月　

日
�

��

��

��

　

場 
所　

市
役
所
本
庁
舎
総
合
窓
口

※
来
所
が
困
難
な
場
合
は
、
世
帯
員
や　

　

法
定
代
理
人
な
ど
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

①
申
請
書
（
請
求
書
）

　
　

申
請
書
（
請
求
書
）
は
、
�
月
上
旬

　

に
通
知
す
る
税
務
課
の
「
市
民
税
非
課

　

税
の
お
知
ら
せ
」
に
同
封
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

　

人
な
ど
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
が
、
給
付

　

対
象
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

窓
口
で
申
請
書
（
請
求
書
）
を
お
受
け

　

取
り
く
だ
さ
い
。

②
本
人
確
認
書
類

　

（
申
請
者
と
給
付
対
象
者
全
員
分
）

　
　

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
住
民

　

基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
被
保
険

　

者
証
、
年
金
手
帳
、
学
生
証
な
ど
の
写
し

※
外
国
人
は
在
留
カ
ー
ド
、
特
別
永
住
者

　

証
明
書
な
ど
の
写
し

※
書
類
原
本
を
お
持
ち
の
場
合
は
、
窓
口

　

で
写
し
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

③
振
込
先
金
融
機
関
口
座
確
認
書
類

　

通
帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
写
し　

　
 （
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
含
む
金
融
機
関
）

④
そ
の
他
の
書
類

　
　

次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
別
に
書
類

　

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

　

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
扶
養
者
の
住
民
票
所
在
地
が
平
成　

年
��

　

�
月
�
日
の
時
点
で
他
の
市
区
町
村
の

　

人

◆
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎
年
金
、
遺

　

族
基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
者
（　

歳
未

��

　

満
）
で
次
に
該
当
す
る
場
合

・
平
成　

年
�
月
�
日
以
降
に
他
の
市
区

��

　

町
村
へ
転
出
し
た
人

・
日
本
年
金
機
構
に
住
民
票
の
住
所
で
は

　

な
く
、
他
の
市
区
町
村
の
居
所
を
住
所

　

と
し
て
登
録
し
て
い
る
人

・
共
済
組
合
な
ど
が
支
給
す
る
年
金
の
み

　

を
受
給
し
て
い
る
人

・
年
金
額
改
定
通
知
書
が
送
付
さ
れ
な
い

　

人
◆
ガ
ス
障
害
者
対
策
手
当
の
受
給
者

◆
副
作
用
救
済
給
付
ま
た
は
感
染
救
済
給

　

付
の
受
給
者

�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

市
や
国
が
、
給
付
金
の
手
続
き
で
、
金

融
機
関
な
ど
か
ら
、
現
金
を
引
き
出
し
た

り
、
手
数
料
な
ど
の
お
金
の
振
り
込
み
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

臨
時
福
祉
給
付
金
対
策
室

　

�
�
�
�
�
�
ま
た
は
�
�
�
�
�



国
民
健
康
保
険
に

　

関
す
る
お
知
ら
せ

�����������
����������

��������

◆
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

　

認
定
証
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

入
院
・
外
来
に
か
か
わ
ら
ず
、
医
療

機
関
で
高
額
な
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、

事
前
に
医
療
機
関
窓
口
に
限
度
額
の
認

定
証
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の

支
払
い
（
保
険
適
用
分
）
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

認
定
証
を
希
望
す
る
人
は
、
市
民
課

国
保
年
金
係
ま
た
は
各
支
局
・
市
民
セ

ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
認
定
証
を
お
持
ち
の
人

に
は
更
新
の
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
更

新
の
手
続
き
を
し
た
人
に
は
、
新
し
い

認
定
証
（
平
成　

年
中
所
得
に
よ
り
自

��

己
負
担
限
度
額
を
見
直
し
た
も
の
）
を

�
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

◆
８
月
は
高
齢
受
給
者
証
（
白
色
）

　

の
更
新
の
月
で
す

　
　

歳
以
上
の
人
が
医
療
機
関
に
か
か

��
る
際
、
保
険
証
に
高
齢
受
給
者
証
を
添

え
て
提
示
す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
支
払

う
医
療
費
の
負
担
割
合
は
�
割
に
な
り

ま
す
。

※
昭
和　

年
�
月
�
日
以
前
生
ま
れ
の
人

��

　

は
、
特
例
措
置
に
よ
り
�
割
に
な
り
ま

　

す
。
た
だ
し
、
一
定
以
上
の
所
得
が
あ

　

る
人
は
�
割
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
者
全
員
に
、（
自
己
負
担
割
合
を

　

年
中
所
得
に
よ
り
見
直
し
）
交
付
年

��月
日
を
「
平
成　

年
�
月
�
日
」
と
記

��

載
し
た
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
�
月

下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

※
有
効
期
限
が
切
れ
た
受
給
者
証
は
、
自

　

分
で
確
実
に
破
棄
す
る
か
、
市
民
課
国

　

保
年
金
係
ま
た
は
各
支
局
・
市
民
セ
ン

　

タ
ー
へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

　

ま
た
は
脱
退
す
る
と
き
に
は
必

　

ず
届
出
を

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き
、

ま
た
は
脱
退
す
る
と
き
は
、　

日
以
内

��

に
市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た
は
各
支

局
・
市
民
セ
ン
タ
ー
に
必
ず
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係　

�
�
�
�
�
�

対象となる人負担軽減の内容認定証の種類

・７０歳未満で住民税が課税

　世帯の人

・医療費の窓口払いが自己

　負担限度額まで
限度額適用認定証

・７５歳未満で住民税が非課

　税世帯の人

・医療費の窓口払いが自己

　負担限度額まで

・入院時の食事代を減額

限度額適用・標準

負担額減額認定証

認定証の種類と内容

※対象者は、国民健康保険税の滞納がない人です。
　いずれの申請も、印鑑・国民健康保険証・運転免許証などをご持参ください。

届出に必要なもの届出が必要なとき

・社会保険などの喪失証明書

　（健康保険の資格喪失日が分かるもの）

・印鑑

・運転免許証など

・職場の健康保険を脱退したとき

・家族の健康保険の被扶養者からはずれ

　たとき　　　　　　　　　

・他の市町村から転入したとき

国保に

加入するとき

・新しい健康保険の保険証

　（健康保険の資格取得日が分かるもの）

・印鑑

・国民健康保険証

・職場の健康保険に加入したとき

・家族の健康保険の被扶養者になったとき

・他の市町村に転出したとき

国保を

脱退するとき



���������������������

老齢基礎年金の
年金額の計算割合

所得審査
の対象者

減額後の保険料
（月額）

免除の種類

�／�

申請者本人
配偶者
世帯主

�円　　全額免除

�／��,���円　　�／�免除※
一
部
免
除

�／��,���円　　半額免除

�／���,���円　　�／�免除

×算入されません
申請者本人
配偶者

�円　　
（��年間の納付猶予）

若年納付猶予
（��～��歳）

ご
利
用
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
全
員

が
経
済
的
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
、
本
人

の
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
納
付
が
免

除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る

と 
、将
来
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
免
除
・
納

付
猶
予
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
平
成　

年
度
分
申
請
受
付
開
始
日

��

　

�
月
�
日
�

　
 （
平
成　

年
度
分　

平
成　

年
�
月

��

��

　

分
〜
平
成　

年
�
月
分
）

��

※
今
年
�
月
に
法
律
が
改
正
さ
れ
、

　

�
年
�
か
月
前
の
月
分
ま
で
さ
か

　

の
ぼ
っ
て
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

　

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
付

　

が
難
し
い
人
や
未
納
期
間
が
あ
る

　

人
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
必
要
書
類

・
年
金
手
帳

・
離
職
票
（
離
職
し
た
場
合
）

・
印
鑑

■
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
た
保
険
料

の
追
納

　
　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
の
承
認

期
間
が
あ
る
と
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
べ
て
年
金
額
が

低
額
と
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
期
間
の

保
険
料
を
後
か
ら
納
付
（
追
納
）
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

�
�
�
�
�
�

　

日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

　

国
民
年
金
課

　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

■免除の種類

※一部免除の場合、減額後の保険料を納付しない場合は『未納』になります

平成26年度　保険料：月額15,250円

介護保険分
（４０歳～６４歳が対象）

後期高齢者支援金分
（０歳～７４歳が対象）

医療保険分
（０歳～７４歳が対象）

区分

���%  ���%
　　　�� �% 　 ※� 
（���%）

　　    所得割 　 ※1

�,���円　  �,���円 
　  ��,���円　※�
  （��,���円）　  

均等割
被保険者�人あたり

�,���円　  �,���円   ��,���円　  
平等割

�世帯あたり

  ���,���円　※�
（���,���円）　　 

　  ���,���円　※�
 （���,���円）　 

  ���,���円　　
賦課限度額
税額の上限

　

平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保

��

税
）
の
税
率
な
ど
が
決
定
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

算
し
、
世
帯
で
合
計
し
た
も
の
に
な
り

ま
す
。
年
度
途
中
で
国
保
に
加
入
や
、

脱
退
し
た
場
合
の
国
保
税
は
月
割
り

で
計
算
し
ま
す
。
�
月
中
旬
に
決
定
通

知
書
を
納
付
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は
そ

ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

○
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
軽
減

　

（
自
動
軽
減
）

　

世
帯
の
総
所
得
金
額
等
合
計
額
が
一

定
基
準
額
以
下
の
場
合
は
、
そ
の
額
に
応

じ
て
均
等
割
お
よ
び
平
等
割
の
�
割
・
�

割
・
�
割
が
自
動
的
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
所
得
の
申
告
が
さ
れ
て
い
な

い
と
、
軽
減
判
定
が
で
き
な
い
た
め
軽
減

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

無
収
入
や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
所

得
だ
け
で
あ
っ
た
場
合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

○
非
自
発
的
失
業
者
に
対
す
る
軽
減

　

（
要
申
請
）

　

倒
産
・
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
、
一
定

の
理
由
に
よ
る
離
職
に
よ
っ
て
雇
用
保

険
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、　

申
請
す
る

こ
と
で
最
大
�
年
間
、
前
年
給
与
所
得
が

�
�
�
分
の　

と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

��

■
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
市
民
税
係 
　
 　

�
�
�
�
�
�

��������

※�　所得割は被保険者の前年（平成��年中）所得を基に計算されます。
※�　平成��年度から税率などが改定となりました。（　）内は旧税率などです。
　　　保険給付費が年々増加しており、国保財政の悪化を防ぐための改定です。
　　　ご理解をお願いします。

�
�
�
�
�
�
�
�
	

　
　

国
保
税
は
、
右
記
税
率
な
ど
に
よ
り

被
保
険
者
ご
と
に
医
療
保
険
分
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
保
険
分
を
計



�����������
����������

��������

＝ ＋

　平成��年度後期高齢者医療保険料が決定しました。なお、保険料額決定通知書は、�月中旬に送付します。

��������	（岡山県内均一）
　○保険料は、被保険者全員が負担する「均等割額」と、 被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」
の合計額になります。

��������	
　①被扶養者であった人に対する軽減措置
　　後期高齢者医療制度加入の前日に、会社の健康保険などの被扶養者であった人は、均等割額が�割
軽減され、所得割額はかかりません。(国民健康保険および国民健康保険組合は除く。)

　②均等割額の軽減措置
　　所得の少ない人は、世帯の所得水準に応じて均等割額が軽減されます。軽減割合は決定通知書で確
認してください。

　　 ※�月�日（�月�日以降に資格取得の場合は取得日）時点の世帯主および世帯の被保険者の所得状況で判定します。

　③所得割額の軽減措置

　　所得－��万円が��万円以下の人は、所得割額が�割軽減されます。

��������
　保険料は、原則年金から天引きされます。ただし、次の場合は納付書や口座振替での納付になります。
　・年金額が、年額��万円未満の人
　・介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が、年金受給額の�分の�を超える人
　・新たに後期高齢者医療制度の資格を取得した人（取得から約半年間）　など
　 ※申請により年金天引きから口座振替に変更することができます。ただし、滞納がある場合などは相談が必要です。

������
　�月下旬に新しい被保険者証（紫色）を郵送でお届けします。
　被保険者証には、医療機関の窓口での自己負担割合が表示されています。
　自己負担割合は�割または�割で、前年の所得で毎年判定します。

��������	
��
���������
　現在認定証をお持ちで、引き続き該当となる人には、�月下旬に新しい認定証を郵送でお届けします。
 　※世帯の中に前年所得の申告をしていない人がいる場合は、所得の申告が必要です。

　○限度額適用・標準負担額減額認定証とは…
　　医療費の自己負担額が抑えられるほか、入院時の食事代が減額される証です。市民税非課税世帯の
人に交付されます。

　 ※交付には、申請が必要です。市民課国保年金係または各支局、市民センターで手続きができます。

��������	
���

　現在お持ちの被保険者証および認定証の有効期限は、�月��日�です。�月�日�以降にご自分で確
実に破棄するか、市民課国保年金係または各支局、市民センターに返還してください。

■問い合わせ先　市民課国保年金係　������

��������	

※�　���円未満の端数は切り捨てます。
※�　雑（年金）所得、事業所得、給与所得、譲渡所得などの合計額です。

所得割額

（所得※2－��万円）×所得割率�.��%

均等割額

�������

一人当たりの保険料
（年 額※1）
上限��万円

���������������

����������������



���������������������

��������

　

ほ
ほ
え
み
広
場
に
い
み
で
は
、
地
域
に
お
住
ま
い
の
障
が
い
を
お
持

ち
の
人
や
身
体
・
心
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
が
、
そ
の
人
ら
し
く
安

心
し
て
「
ほ
ほ
え
み
」
の
あ
る
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
人
や
ご
家
族
が
、
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談
や
日
中

活
動
の
拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

�
�
�
�
�

　

地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
中
で
の
悩
み
事
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
仕
事
、

　

住
ま
い
な
ど
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

身
体
の
こ
と
、
食
事
、
料
理
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
、
日
常
生
活
で
困

　

っ
た
こ
と
に
個
々
に
対
応
し
ま
す
。
ま
た
、
趣
味
の
教
室
や
レ
ク
リ

　

エ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催
、
健
康
講
座
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�

　

ほ
ほ
え
み
サ
ン
デ
ー
と
し
て
、
毎
週
日
曜
日
に
は
季
節
ご
と
の
催
し

　

や
月
ご
と
の
行
事
を
行
い
、
地
域
内
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援
や
家
族
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た

　

ほ
ほ
え
み
広
場
に
い
み
で
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
始
め
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
お
届
け
し
て
い
き
ま
す
。

  
�
ほ
ほ
え
み
広
場
ア
ド
レ
ス

h
ttp
s://w

w
w
.fa
ce
b
o
o
k
.co
m
/h
o
h
o
e
m
i.n
iim
i

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係 
�
�
�
�
�
�

　
 
ほ
ほ
え
み
広
場
に
い
み 
�
�
�
�
�
�
、 �
�
�
�
� （
兼
フ 
ァ 
ッ 
ク 
ス
）

　

相
談
員
は
、
身
体
障
が
い
者
・
知
的
障
が

い
者
・
そ
の
他
家
族
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
手

帳
交
付
、
医
療
、
就
学
、
就
職
、
施
設
入
所

な
ど
各
種
相
談
に
応
じ
、
助
言
や
指
導
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
の
相
談
員
へ
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
敬
称
略
）

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�


�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

■
日
時　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時　

分
（
受
付
）

��

��

��

■
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

■
相
談
内
容

　
　

車
い
す
や
補
聴
器
な
ど
の
補
装
具
費
支
給
申
請
、

　

補
装
具
の
相
談
な
ど

■
対
象

　
　

肢
体
（
手
・
足
・
体
幹
）
障
が
い
、
聴
覚
障
が

　

い
の
ど
ち
ら
か
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て

　

い
る
人

■
持
参
す
る
も
の

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
印
鑑

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

身
体
障
害
者
相
談
員

 
赤  
木  
初  
枝  　
　

（
高
尾
）

あ
か 

ぎ 

は
つ 

え

 
仲  
田 

な
か 

だ 
正  
平 　
 
（
菅
生
）

し
ょ
う 
へ
い

 
仲  
村  
敏  
久 　
　
 
（
唐
松
）

な
か 
む
ら 
と
し 
ひ
さ

 
後  
藤  
泰  
治 　
　
 
（
上
市
）

ご 

と
う 
や
す 
は
る

 
宮  
坂  
要  
治  　
　
 
（
草
間
）

み
や 
さ
か 
よ
う 

じ

 
杉  
井  
省  
二  （
大
佐
永
富
）

す
ぎ 

い 

し
ょ
う 

じ

 
東  
郷  
豊  
志  
（
大
佐
田
治
部
）

と
う 
ご
う 
と
よ 

し

 
義  
國  
茂  
夫 （
神
郷
下
神
代
）

よ
し 
く
に 
し
げ 

お

 
大  
原  
國  
美  
 　

（
神
郷
高
瀬
）

お
お 
は
ら 
く
に 
よ
し

 
中  
村  
賢  
志 
（
哲
多
町
蚊
家
）

な
か 
む
ら 
け
ん 

じ

 
伊  
藤 
こ
た
か
（
哲
多
町
田
淵
）

い 

と
う

 
関  
 
勝 
（
哲
西
町
上
神
代
）

せ
き 
ま
さ
る

 
横  
田  
正  
（
哲
西
町
畑
木
）

よ
こ 

た 

た
だ
し

知
的
障
害
者
相
談
員

 
荒  
木  
美  
幸  （
高
尾
）

あ
ら 

き 

み 

ゆ
き

 
山  
�  
喜  
久  
子 （
大
佐
田
治
部
）

や
ま 
さ
き 

き 

く 

こ

 
槙  
原  
重  
徳 
（
神
郷
下
神
代
）

ま
き 
は
ら 
し
げ 
の
り

 
川  
上  
房  
恵 
（
哲
多
町
田
淵
）

か
わ 
か
み 
ふ
さ 

え

 
土  
屋  
百  
合  
子 （
哲
多
町
田
淵
）

つ
ち 

や 

ゆ 

り 

こ

 
浅  
井  
和  
枝 
（
哲
西
町
大
竹
）

あ
さ 

い 

か
ず 

え

    
■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
障
害
者
福

　

祉
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�



■申し込み・問い合わせ先　都市整備課都計・住宅係　������

�����������
����������

��������

��������	
�

■申込方法
　入居希望者は、�月��日�必着で、都市整備課に備え付けの用紙でお申し込みください。

　申し込みに際しては、所得制限などがありますので、くわしくはお問い合わせください。  

　申込者が募集戸数を超える場合の入居決定は、抽選とします。

　締め切り後、なお空き室がある場合には、平成��年�月末まで随時募集とします。

その他家賃募集
戸数面積構造規模団地名

単身者不可��,���円(定額)���.���木造平屋建
特定公共賃貸住宅
千谷団地　　　　
（大佐小阪部地内）

単身者不可��,���円～��,���円���.���簡耐�階建
光吉団地�
（大佐田治部地内）

���������������������

■固定資産に関する届け出が必要な場合
　・家屋を新築または増築したとき
　・家屋を取り壊したとき
　・土地の用途（利用状況）を変更したとき　　（例）畑を駐車場に変更したなど
　これらの届け出が遅れると、一度に多くの固定資産税を納めることになったり、納めすぎた税金

の還付が遅れることがあります。

　毎年１月１日現在で土地・家屋（住宅・店舗・工場・倉庫・農業用倉庫・車庫など）を所有して

いる個人・法人には、固定資産税が課税されます。使用している状況に変更があったときには、申

請書などで届け出を行ってください。

■問い合わせ先　税務課資産税係　������

■問い合わせ先　税務課資産税係　������

����������������
��������	����
　評価替えとは、資産価格の変動に対応し、評

価額を適正な価格に見直す制度です。

　この制度は、家屋の経過年数、不動産鑑定士

による地価の鑑定や公示地価、物価水準の動向

などを基に、評価の均衡化と適正化を図るもの

です。

　見直し後の評価額は、その後�年間の固定資

産税の基礎となります。

　なお、税務課職員が土地、家屋の現況を確認

するため、実地調査に伺うことがありますので、

ご協力をお願いします。



���������������������

�����������

■内容

　　自分の魅力を引き出し、きれいに見せる色と　

　は？自分のパーソナルカラーを理解することで、

　第一印象やコミュニケーション力がアップ！

■日時

　①�月��日�　��：��～��：��

　・色彩について学ぼう

　②�月�日�　��：��～��：��

　・パーソナルカラー診断を体験しよう

■場　　所　まなび広場にいみ　�階　学習室�ＡＢ

■定　　員　��名程度（多数の場合は抽選）

■受 講 料　 ���円

■申込締切　 �月��日�

※申込用紙は、まなび広場にいみ受付、市役所総合

　案内、各支局・市民センター・ふれあいセンター

　にあります。

■申し込み・問い合わせ先

　生涯学習課生涯学習係　������

���������	

��������	
����
���

���

����������������������������������������������
���������������	�	������

新見市結婚推進協議会は、高梁市まちづくり結婚推進連絡会と共催で、出会いイベントを実施します。　新見市結婚推進協議会は、高梁市まちづくり結婚推進連絡会と共催で、出会いイベントを実施します。

別所アウトドアスポーツセンターを会場に、新見市Ａ級グルメ「千屋牛」を味わうバーベキューパーティ。別所アウトドアスポーツセンターを会場に、新見市Ａ級グルメ「千屋牛」を味わうバーベキューパーティ。

開放的な空間で参加者同士が協力し楽しみながら、素敵な出会いを見つけてみませんか。開放的な空間で参加者同士が協力し楽しみながら、素敵な出会いを見つけてみませんか。

１．日１．日 時　 　 時 平成　平成����年年��月月��日日��　����：：����～～����：：����

２．場２． 場 所　 　  所 別所アウトドアスポーツセンター 新見市菅生　別所アウトドアスポーツセンター　新見市菅生��������番地番地　

※男性の方は現地集合・現地解散となりますが、女性の方は　  ※男性の方は現地集合・現地解散となりますが、女性の方は

希望者のみ無料送迎します。（送迎場所：新見市役所、ＪＲ高梁駅、　  　希望者のみ無料送迎します。（送迎場所：新見市役所、ＪＲ高梁駅、

ＪＲ倉敷駅）　　  ＪＲ倉敷駅）

３．定３． 定 員　 　  員 男女各　男女各����名程度名程度（応募者多数の場合は抽選になります。）（応募者多数の場合は抽選になります。）

４．参４． 参 加 資 格加 資 格　����歳～歳～����歳くらいの独身者歳くらいの独身者（居住地に制限はありません。）（居住地に制限はありません。）

５．５． 参参 加 費  加   費 【男性】　 【男性】��,,������円 【女性】円　【女性】��,,������円円

６．６． 申申 込 先 込 先　『サマーカップリングパーティｉｎ新見』事務局 『サマーカップリングパーティｉ ｎ新見』事務局

〒　  　　　　　　     〒������--�������� 倉敷市三田　倉敷市三田����- - �� 有限会社チアーズ　有限会社チアーズ

ＴＥＬ：　  　　　　　　     ＴＥＬ：������--������--��������

ホームページ：http://cheer-s.　  　　　　　　     ホームページ：http://cheer-s.com/140803com/140803

７．申７．申 込 期 限込 期 限 平成　平成����年年��月月����日日��

８．８．問い合わせ先問い合わせ先 企画政策課政策係　企画政策課政策係　������������

������
������

��������������������	
��
����

※�月��日放送開始予定　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

�����������	
���
�　※�月��日放送開始予定　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

���������	
��　《毎日》�：��・�：��・��：��・��：��・��：��

��������	
��
��������	���　《毎日》 �：��・�：��・��：��・��：��

��������	
��
�����������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
��	
������������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
��
��������　《毎日》 ��：��・��：��・��：��・��：��

��������	�
������
	�
��������　《毎日》 �：��・��：��・��：��

��������	
��
���　《毎日》 �：��・�：��・�：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��・��：��

※上記番組放送時間以外は、文字放送（市からのお知らせなど）を放送しています。

■問い合わせ先　企画政策課広報係　������



�����������
����������

８ 月 ９ 日�
������

 
多  
賀 
葵
   

生

た 

が 

あ
お   

さ
ん
の
作
品
を
ポ
ス
タ
ー
に
採
用　

い

！！

　

第　

回
新
見
ふ
る

��

さ
と
ま
つ
り
の
ポ
ス

タ
ー
に
、 
多  
賀  
葵  
生 
さ

た 

が 

あ
お 

い

ん
（
塩
城
小
学
校
�
年

生
）
の
作
品
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
、
�
月

中
旬
頃
か
ら
市
内
各

所
に
掲
示
し
、
ま
つ
り

の
雰
囲
気
を
盛
り
上

げ
ま
す
。

　

夏
お
ど
り
に
星
空
屋
台
村
・

花
火
な
ど
、
真
夏
の
夜
を
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る

催
し
を
行
い
ま
す
。

　

特
に
夏
お
ど
り
は
、
ま
つ
り

の
メ
イ
ン
で
あ
り
、
市
内
全

域
か
ら
多
く
の 「
踊
り
連
」
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
７
月　

日
�

１８

　

時
ま
で
に
新
見
商
工
会
議

１７所
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
初
参
加
の
「
踊
り

連
」
で
踊
り
の
練
習
な
ど
を

希
望
す
る
場
合

は
、
講
師
を
派
遣

し
ま
す
の
で
、
新

見
商
工
会
議
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
児
童
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

　

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

●
夏
お
ど
り

　

場
所
／
駅
前
通
り
特
設
お
ま
つ
り
広
場

●
星
空
屋
台
村

　

場
所
／
駅
前
通
り
昭
和
橋

●
花
火
大
会

　

場
所
／
江
道
橋
上
流
河
原

■問い合わせ先　新見商工会議所　��２１３９・商工観光課商工観光係　��６１３６

夏
・
ま
つ
り
・
感
動
の
瞬
間

夏
・
ま
つ
り
・
感
動
の
瞬
間

■
テ
ー
マ
「
夏
の
風
物
詩
」

■
応
募
資
格 

　

市
内
に
在
住
も
し
く
は
、
在
勤
・
在

　

学
し
て
い
る
人

■
応
募
規
定

・
市
内
で
撮
影
し
た
も
の
。

・
� ,
�
�
�
万
画
素
以
上
の
デ
ジ
タ
ル

　

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー

　

タ
で
提
出
で
き
る
も
の
。

・
合
成
写
真
や
組
写
真
で
な
い
も
の
。

・
自
作
か
つ
未
発
表
の
も
の
。

・
人
物
が
写
っ
て
る
場
合
は
、
承
諾
を

　

受
け
た
も
の
。

※
�
人
�
作
品
と
し
ま
す
。

※
作
品
の
権
利
な
ど
で
、
第
三
者
か
ら

　

受
け
た
苦
情
・
損
害
な
ど
に
つ
い
て

　

の
責
は
、
応
募
者
に
帰
す
る
も
の
と
し

　

ま
す
。

※
採
用
さ
れ
た
写
真
の
使
用
権
は
新
見

　

市
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

写
真
デ
ー
タ
を
持
参
ま
た
は
郵
送
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切

　

�
月　

日
�

��

　

（
郵
送
の
場
合
で
も
当
日
必
着
）

■
選
考
方
法

　

新
見
市
報
道

　

委
員
会
で
選

　

考
し
ま
す
。

※
選
出
さ
れ
た
応
募
者
に
は
、
連
絡
し

　

ま
す
。

　

（
採
用
が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

■
そ
の
他

・
応
募
作
品
は
、
市
報
以
外
の
紙
面
お

　

よ
び
市
発
行
の
刊
行
物
や
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の

　

媒
体
で
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

・
別
途
賞
な
ど
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

・
印
刷
の
都
合
に
よ
り
、
実
際
の
デ
ー

　

タ
と
は
若
干
色
合
い
が
異
な
る
場
合

　

や
、
ロ
ゴ
な
ど
の
位
置
、
サ
イ
ズ
調

　

整
で
ト
リ
ミ
ン
グ
を
行
な
う
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
。

・
郵
送
の
場
合
の
記
録
媒
体
は
返
却
し

　

ま
せ
ん
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
�
�
�－

�
�
�
�

　

新
見
市
新
見
�
�
�
番
地
�

　

企
画
政
策
課
広
報
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
	


�
�
�


�

�
�
�
�
�
�
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��
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※
雨
天
の
場
合
は
、
翌　

日
�
に
順
延

１０

　
 （
順
延
の
決
定
は
、
当
日
の　

時
に
発
表
）

１６

新新新新新新新新新新新
見見見見見見見見見見見
ふふふふふふふふふふふ
るるるるるるるるるるる
さささささささささささ
ととととととととととと
ままままままままままま
つつつつつつつつつつつ
りりりりりりりりりりり

新
見
ふ

新
見 
ふ
る
さ
と

る 
さ 
と 
まま 
つつ
り
 
り
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新見文化交流館自主企画事業

��������
����������
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�����������	
��


■開催日��月��日�
■開場時間������

■上映時間

������������

■場所　まなび広場にいみ　大ホール
■入場料

　高校生以下　無料、　一般　１００円

　※当日、受付でお支払い下さい。

　※全席自由

 　映画�����������	�
�
�����������������

 さんみゅさんみゅ～～ and more and more……
��������	
�

���������	
���
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����������	
���
��������
���

���������	
���
�������������

������������	
��
��������	�

■開催日　�月��日�
■開演（開場）時間　��：��　（��：��）
■場所�まなび広場にいみ大ホール
■入場料�一般　�����円　高校生以下　���円
��������	
��
��

■チケット取扱場所　まなび広場にいみ受付　各支局

■問い合わせ先　生涯学習課文化振興係　��６１０８

���������	�
����
■内容　ワープロソフト「ワード」を使った表作

　　　成と案内状の作成および印刷（�回連続）

■対象　パソコンで文字（かな・数字）を入力で

　　　きる人

■日時　�月��日�、��日�、��日�

　　　　時間はいずれも�����������

■場所　まなび広場にいみ�階パソコン教室

■参加費　�����円（テキスト代別途）

■定員　��名（多数の場合は抽選）

■申込方法　講座名（パソコン講座�月「表の作

　成と案内状を作ろう」）、郵便番号、住所、氏名、

年齢、電話番号を記入して、ハガキ、電話、ま

たはＦＡＸでお申し込みください。また、まな

び広場にいみ受付にも申込用紙を用意していま

すのでご利用ください。

■申込締切　�月��日�

■申し込み・問い合わせ先

　〒��������

　新見市新見���番地�

　生涯学習課生涯学習係　������　 �����



�����������
����������

���������	
��
���
��������������
■応募資格　保育士、幼稚園教諭のどちらかを取得している��歳までの人

■提出書類　履歴書

※持参または郵送で提出してください。随時受け付けており、提出期限はありません。

�������

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														













����������������������	
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■問い合わせ先　「社会を明るくする運動」　新見市推進委員会事務局　��０００９

■問い合わせ先　市民課地域医療係　��６１３０

�������������

■問い合わせ先　こども課子育て支援係　��６１１５

�����

����������	��

　休診していました、菅生診療所の診療業務を

再開します。

　診療所では、成人検診（特定健診・健康診査・

大腸がん検診・前立腺がん検診・肝炎ウイルス

検診）、予防接種（子ども・高齢者）も行います。

※予防接種は事前に予約が必要です

　（大佐診療所　������）。

　なお、診療日などは、次のとおりです。

■診療日　毎週月曜日（祝日の場合は休診）

■診療時間

　��時��分～��時��分

■診療科目　内科

■医師

　 迫  田  秀  治 　医師（大佐診療所）
さこ だ ひで はる

��������������	
��
������

■問い合わせ先　生涯学習課内新見市青少年育成センター　��６１４７

　新見市青少年育成センターでは、登下校時の市内巡回パトロール、列車内での声かけなどを通し、

子どもたちとのふれあいを深める活動をしています。

～家庭や地域で取り組もう～

　��������	
��
�������������

　子どもは大人の背中を見ています。子どもたちの手本となるよう努めましょう。

　また、岡山県では、「であい・ふれあい・たすけあい」をテーマに、青少年の社会

参加と健全育成を目指しています。

　�月は、「社会を明るくする運動」強調月間です。

　市では、「社会を明るくする運動」新見市推進委員会を中心に、各種の啓発活動に取り組みます。

　みなさんのご理解とご協力をお願いします。



���������������������

��������

　市では毎月、各種の相談所を開設しています。専門の相談員が悩みやトラブルなどの相談

に応じ、場合によっては必要な支援を行います。相談は無料で、秘密は固く守られますので、

お気軽にご相談ください。日時・場所・問い合わせ先は、��～��ページの行事予定をご覧

ください。

　岡山弁護士会が運営する新見法律相

談センターでは、弁護士がさまざまな相

談に応じますので、お気軽にご相談くだ

さい。

■相談料

　��分以内�,���円（無料の場合あり）

※市内在住の人に、市が初回無料券（なくな

　り次第終了）を交付します。事前に総務課

　へご連絡ください。

■申込方法

　岡山弁護士会（����-���-����）へ予約し

　てください。

　予約受付時間は�時～��時（平日のみ）です。

■日時

　毎週月曜日（祝日・年末年始を除く）

　��時��分～��時��分で予約時に指定され

　た時間

■場所

　山村開発センター（変更する場合があるの

　で、相談当日にご確認ください。）

■問い合わせ先　哲多支局地域振興課市民福祉係　��2111

�����

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������														
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■問い合わせ先　総務課総務係　��6204

�������

�������������

■問い合わせ先　総務課総務係　��6204

���������	�


��������	


　老朽箇所の調査・点検などのため、当分の間休館とします。

　ご迷惑をおかけしますが、市民プール、げんき広場にいみ、大佐Ｂ＆Ｇ海洋センターの

プールをご利用ください。
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新
見
に
帰
っ
て　

年
が
経
と
う

��

と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
家
業
の
ガ
ス
屋
を
手

伝
い
な
が
ら
、
地
域
の
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
若
連
、
青
年

会
議
所
、
商
工
会
議
所
青
年
部
、

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
な
ど
な
ど
…
。

そ
こ
で
は
多
く
の
出
会
い
と
仲
間

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
今
が
あ
る

ん
だ
と
、
今
さ
ら
な
が
ら
あ
り
が

た
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
で
感
じ
る
こ

と
は
、
新
見
市
に
も
熱
い
想
い
を

持
っ
た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い

う
こ
と
。

　

人
口
減
少
を
続
け
る
新
見
市
で

も
そ
の
中
で
知
恵
と
勇
気
と
情
熱

で
し
っ
か
り
前
を
向
い
て
歩
ん
で

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ

の
人
た
ち
に
共
通
し
て
言
え
る
こ

と
は
「
新
見
市
を
客
観
的
に
見
て

い
る
」
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
新
見
市
に
住
ん
で
い
る
と
気

づ
か
な
い
あ
た
り
ま
え
な
こ
と
が

外
か
ら
見
れ
ば
大
変
な
価
値
の
あ

る
も
の
、
そ
れ
に
気
づ
い
て
い
る

人
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
新
見
の
商
売
人
の
一
人
と

し
て
こ
れ
か
ら
も
新
見
を
愛
し
、

仲
間
と
助
け
合
い
、
新
見
を
さ
ら

に
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

��������	
��

 田  原   隆 盛   さん�

た ばら たか もり

高尾　LPガス販売業

�
�
��

�
�
�
�
	


�

新
見
公
立
大
学　

看
護
学
部
看
護
学
科
２
年

  
竹  
下  
大
   

貴

た
け 

し
た 

ひ
ろ   

さ
ん　

き

（
出
身

広
島
県
広
島
市
）

　

（
出
身　

広
島
県
広
島
市
）
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第　

通
���

 横  山   佳  寿 恵   さん�

よこ やま  か ず え

東京都八王子市（出身　新見　旧姓　 小  谷 ）
こ たに

主婦

新
見
の
美
し
さ
、

素
晴
ら
し
さ
を
帰
省
の
度
に

伝
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
夜
空
の
星
の

美
し
さ
に
心
を
う
ば
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

　

自
分
を
は
ぐ
く
ん
で
く
れ
た
、
ふ
る
さ

と
の
大
切
さ
を
歳
を
重
ね
る
度
に
し
み
じ
み

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
も
、

い
つ
の
日
か
ご
自
身
の
ふ
る
さ
と
に
帰
郷
で

き
る
事
を
心
か
ら
お
祈
り
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

学
、
就
職
そ
し
て
結
婚
で
、
故
郷
新
見
市

を
離
れ
、　

年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

��

す
。
山
に
ぐ
る
り
と
囲
ま
れ
て
、
四
季
折
々
の

美
し
さ
を
見
て
育
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
里

山
の
残
る
八
王
子
に
住
居
を
構
え
ま
し
た
。

　

城
山
の
桜
、
土
曜
夜
市
、
秋
祭
り
、
雪
の
積

も
っ
た
通
学
路
、
ま
だ
ま
だ
書
き
尽
く
せ
な
い

程
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

『
ふ
る
さ
と
の 
訛 
り
な
つ
か
し
停
車
場
の
人

な
ま

ご
み
の
中
に
そ
を
聴
き
に
ゆ
く
』
と
、
歌
に
も

あ
り
ま
す
が
、
帰
省
の
際
、
岡
山
弁
が
聞
こ
え

始
め
る
と
ホ
ッ
と
し
ま
す
。

　

八
王
子
生
ま
れ
、
八
王
子
育
ち
の
息
子
に
も
、

�
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　ＪＲ新見駅前高梁川（こいこいパーク）で「鯉

の放流式」が開催されました。

　新見保育所の園児��人が、順番に大小��匹の錦

鯉を放流し、放流を見る園児もこいのぼりを手に応

援し、「元気でね」「大きくなってね」「またみんな

で見に来るね」と、鯉が大きく育ち、再び訪れる

人の心が和む場所になることを願う声があがって

いました。

�����

�����������／��

　本郷小学校周辺で「第��回哲多ふる里すずらん
まつり」が開催されました。
　ステージでは、歌手・ 真  咲 よう子さんの歌謡

ま さき

ショーや正田トンネルにちなんだ○×クイズなど
多彩な催しがありました。
　会場では、新見高校生物生産科の生徒がスズラ
ンの鉢植えを販売したほか、地元の人による山菜
おこわや千屋牛肉を使った料理などの販売も行わ
れ、多くの来場者で賑わいました。

��������	
��

��������	
�／�

　新見美術館で「猪風来 縄文スパイラルアート展」
が開幕しました。開会式後のギャラリートークでは、

縄文造形家の猪風来さんが、法曽地区に伝わる法
曽焼と縄文造形を合体させた新しい美や、作品につ
いての説明を行いました。
　会場には、法曽焼の技法を取り入れた“大霊峰シ
リーズ”などの作品が並び、訪れた人たちは縄文造

形の世界に魅了されていました。なお、猪風来 縄文
スパイラルアート展は�月��日�まで、新見美術館
で開催されます。

�������������	
��
���
い ふう らい

������
��������

�／��

　神郷下神代の夢すき公園体験田で「太鼓田植」
が開催されました。
　神代郷土民謡保存会の会員と神代小学校の�、
 �年生��人が田植え踊りを披露したあと、昔なが
らの田植えが再現されました。「さげ」に扮した男
子児童がたたく太鼓と歌に合わせ、「早乙女」と呼
ばれる女子児童がリズムよく苗を植えました。
　また、会場では神郷太鼓やかしら打ちが行われ
たほか、餅まきなどの催しやバザーも行われました。

������

��������	�／��

い　　 ふう　　 らい

い　　 ふう　　 らい

い　　 ふう　　 らい
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　ふれあいセンター満奇で「豊永ふれあいホタル
まつり」が開催されました。
　��回目を迎えたまつりでは、近くを流れる佐伏
川に出始めたホタルをいち早く観賞しようと、多
くの家族づれで賑わいました。
　会場では、地元の団体による大正琴や歌謡曲の
ステージ催しのほか、かしわ餅やヨーヨー釣りな
どの屋台が軒を連ね、ホタルとともに、一夜の賑
わいを演出していました。

��������	
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　まんさく運動公園で「第��回新見市壮年ソフト
ボール大会」が開催され、��歳以上で編成された
��チーム約���人が参加しました。
　炎天下、足がもつれつつもベテランのプレーを
みせる選手や、スーパーキャッチをみせる若手選
手など、熱戦が繰り広げられました。試合はブ
ロックに分かれてトーナメント方式で行われ、Ａ
ブロックは哲西が、Ｂブロックは上市が優勝しま
した。

��������	
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　土橋交流センター周辺で「第��回土橋ほたる祭

り」が行われました。

　��年目を迎えた牛車運行は今年も人気を集め、

大勢の家族連れが、ほたるが飛び交う田園風景を

楽しんでいました。

　また、会場では、マスのつかみ取りなどの催し

のほか、焼きそばやかき氷などの販売も行われま

した。

��������

　新見公立大学学術交流センターで、「新見市国
際交流協会講演会」が開催されました。
　講師は、姉妹都市のカナダシドニー出身でＡＬ
Ｔ の テ リ ー・ パ ッ テ ン さ ん で、「Sister Cities :　
Distant Friends（姉妹都市：遠くて近い友達）」
と題して、シドニーの美しい風景、新見市やほか
の姉妹都市の方向を示す道路標識を模ったモニュ
メントなどが紹介され、一般参加者を含めた��名
が興味深く聴き入りました。
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め
ま
い
、
立
ち
く
ら
み
、
筋
肉
痛
、

汗
が
止
ま
ら
な
い

�
�
�
�

頭
痛
、
吐
き
気
、
体
が
だ
る
い
、
虚

脱
感

�
�
�
�

意
識
が
な
い
、
け
い
れ
ん
、
高
体
温
、

呼
び
か
け
に
対
し
返
事
が
お
か
し
い
、

ま
っ
す
ぐ
に
歩
け
な
い
、
走
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
１ 
意
識
を
確
認
す
る

※
意
識
が
な
い
場
合
は
救
急
搬
送
を

　

要
請
す
る
。

２ 
涼
し
い
場
所
へ
移
動
す
る

３ 
衣
服
を
緩
め
、
安
静
に
寝
か
せ
る

４ 
体
を
冷
や
す

　

エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機
を
使
用
。

う
ち
わ
な
ど
で
風
を
あ
て
る
。
冷

や
し
た
タ
オ
ル
や
保
冷
剤
な
ど
で

腋
の
下
、
足
の
つ
け
根
を
冷
や
す
。

５ 
水
分
を
少
し
ず
つ
頻
回
に
と
ら

　

せ
る

※
水
分
を
自
力
で
摂
取
で
き
な
い
、

　

脱
力
感
や
倦
怠
感
が
強
く
動
け
な

　

い
、
重
度
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、

　

直
ち
に
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
必

　

要
で
す
。

�
①
こ
ま
め
に
水
分
補
給
！

　

の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
こ
ま
め

に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。　

水
分
を
補
給
し
、
脱
水
症
状
を
防

ぐ
こ
と
は
、
脳
卒
中
な
ど
の
病
気

の
予
防
に
も
な
り
ま
す
。
外
出
時

は
水
筒
を
携
帯
し
て
お
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

②
服
装
の
工
夫

　

通
気
性
の
よ
い
素
材
で
、
熱
を

吸
収
し
に
く
い
白
系
統
の
服
を
着

た
り
、
帽
子
や
日
傘
を
利
用
し
ま

し
ょ
う
。
外
で
活
動
す
る
と
き
は
、

テ
ン
ト
を
用
意
し
、
日
陰
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

　

平
成　

年
夏
期
（
６
月
〜
９
月
）

２５

に
は
、
全
国
で
５
８ ,
７
２
９
人
が
熱

中
症
で
救
急
搬
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、
職
場
や
学
校
、
運
動

時
の
発
生
だ
け
で
な
く
、
夜
間
や
屋

内
も
含
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
年
代
層
で
発
生
し
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
熱
中
症
予
防
の
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
自
分
の
体
調
の

変
化
に
気
を
つ
け
る
と
と
も
に
、
予

防
を
呼
び
か
け
合
っ
て
、
熱
中
症
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

�　

高
温
多
湿
な
環
境
下
で
、
体
内
の

水
分
や
塩
分
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
、
体
温
の
調
節
機
能
が
う
ま
く
働

か
な
く
な
り
、
体
内
に
熱
が
た
ま
り
、

め
ま
い
、
筋
肉
痛
、
頭
痛
、
吐
き
気
、

体
が
だ
る
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、

ひ
ど
い
と
き
に
は
け
い
れ
ん
や
意
識

の
異
常
な
ど
を
お
こ
す
病
気
で
す
。

③
運
動
や
作
業
時
の
注
意

　

運
動
や
作
業
は
、
な
る
べ
く
涼

し
い
時
間
帯
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

急
激
な
激
し
い
運
動
は
せ
ず
、
休

憩
、
水
分
摂
取
を
頻
回
に
行
い
ま

し
ょ
う
。

④
日
頃
の
体
調
管
理

　

睡
眠
不
足
、
下
痢
や
発
熱
、
二

日
酔
い
、
風
邪
気
味
な
ど
の
体
調

不
良
は
熱
中
症
に
な
り
や
す
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。
日
頃
か
ら
栄

養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
と
、
体

力
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

高
齢
者
は
、
温
度
に
対
す
る
感
覚

が
弱
く
な
る
た
め
、
室
内
で
も
熱
中

症
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
も
体
温
の
調
節
機
能

が
未
熟
な
た
め
、
脱
水
症
状
を
起
こ

し
や
す
い
の
で
、
様
子
を
よ
く
観
察

し
、
水
分
補
給
や
衣
類
で
調
節
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り
係

　

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
�
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�
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平成��年�月生��：��～��：��木�月��日

���������	


���������

平成��年��月生��：��～��：��水�月��日

※場所は、保健福祉センターです。
※各乳幼児健診については、対象者の保護者
あてに別途ご案内します。  

���������	


���������

平成��年��月生��：��～��：��水�月�日

��������

���������

平成��年��月生��：��～��：��火�月��日

���������	


���������

平成��年�月生��：��～��：��水�月��日

���������������������

���

��
����
����

　子どもの夜間の急な発熱、 けいれ

んなどの症状について、 当番の小児

科医または看護師などが電話で相

談に応じるとともに、受診などにつ

　　　　　　 いて適切なアドバイスを行います。

■電話番号　����� または�������������
　　　　　　  （＃����については、 携帯電話およびプッ
　　　　　　　 シュ回線固定電話のみご利用できます。）

■相談日時　�平日：��：��～��：��  

�土曜、日曜、祝日および��月��日 ～

　　　　　　　翌年�月�日： ��：��～��：��

■対 象 者　県内にお住まいのおおむね��歳以

　　　　　　下の子どもおよびその保護者

����������������������
����������������������

■問い合わせ先
　健康づくり課親子保健係　������

����������������������
���������������������� ��������	

����������	


����

�月�日（日）
新見市　新見中央病院　　　　������

庄原市　東城病院　　　　　　�����������

真庭市　勝山病院（内･外）　　  ����������

真庭市　本山医院（内）　　　　����������

�月��日（日）
新見市　太田病院　　　　　　������

庄原市　こぶしの里病院　　　�����������

真庭市　金田病院（内･外）　　  ����������

真庭市　岸本医院（外）　　　　����������

�月��日（日）
新見市　渡辺病院　　　　　　������

庄原市　日伝医院　　　　　　�����������

真庭市　近藤病院（内･外）　　  ����������

真庭市　さくもとクリニック（外）  ����������

�月��日（月）
新見市　新見中央病院　　　　������

庄原市　東城病院　　　　　　�����������

真庭市　金田病院（内･外）　　   ����������

真庭市　新庄村診療所（内）　　����������

�月��日（日）
新見市　長谷川紀念病院　　　������

庄原市　三上クリニック　　　�����������

真庭市　湯原温泉病院（内･外）  ����������

真庭市　高田医院（外）　　　　����������

■問い合わせ先　市民課地域医療係　������

高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日診療所　������

����������������������

��������

�：��～��：��新 見 警 察 署

火�月�日 ��：��～��：��杉 岡 建 設 �

��：��～��：��Ａコープあしん

��：��～��：��
に い み プ ラ ザ水�月��日

��：��～��：��

※��歳～��歳の人は、��歳～��歳までの間に献血の
経験がある人に限られます。

※身分確認ができる物を持参してください。
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勤
労
青
少
年
の
日
の
記
念
行

事
と
し
て
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
新
見

利
用
者
協
議
会
主
催
で
開
催
し

ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
先
着
�
�
�

名
に
、
う
ち
わ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時

��

��

��

■
場
所

　

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
屋

　

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

■
主
な
イ
ベ
ン
ト
内
容

○
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
・
ビ

　

ン
ゴ
ゲ
ー
ム

○
屋
台
村
（
焼
き
そ
ば
・
ポ
テ

　

ト
・
金
魚
す
く
い　

な
ど
）

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は

　

参
加
料
（
�
�
�
円
）
と
事

　

前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　

大
会
は
雨
天
中
止
と
な
り
ま

　

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

憩
い
と
ふ
れ
あ
い
の
公
園
事

　

務
所　

�
�
�
�
�
�

　

市
内
高
等
学
校
で
は
、
各
校

の
特
色
を
生
か
し
、
互
い
に
連

携
を
と
り
な
が
ら
指
導
の
成
果

を
上
げ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
や
地
域
で
も
「
我
が

子
、
人
の
子
、
地
域
の
子
」
の

共
通
理
解
の
も
と
次
の
こ
と
な

ど
に
取
り
組
み
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■
家
庭
の
役
割

・
親
子
関
係
を
希
薄
に
し
な
い

　
　

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
多
く

　

し
て
何
で
も
話
せ
、
い
つ
も

　

笑
い
が
あ
り
、
あ
い
さ
つ
の

　

あ
る
「
楽
し
い
家
庭
」
に
し

　

ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
飲
酒
や
喫
煙
を
黙

　

認
し
な
い
な
ど
保
護
者
自
身

�
�
�
�

　

の
規
範
意
識
を
高
め
る

　
　

保
護
者
が
社
会
の
ル
ー
ル

　

を
守
り
、
進
ん
で
手
本
を
示

　

し
ま
し
ょ
う
。

・
い
じ
め
な
ど
の
早
期
発
見
に

　

努
め
る

　
　

子
ど
も
に
異
常
が
認
め
ら

　

れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
担
任

　

か
専
門
機
関
に
相
談
し
ま
し

　

ょ
う
。

■
地
域
の
役
割

・
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
関
心

　

を
向
け
る

　
　

規
範
意
識
を
身
に
付
け
さ

　

せ
る
た
め
、
地
域
の
み
ん
な

　

で
子
ど
も
た
ち
に
「
愛
の
一

　

声
」
を
掛
け
、
社
会
の
ル
ー

　

ル
を
教
え
ま
し
ょ
う
。

・
少
年
の
健
全
育
成
に
関
心
を

　

持
ち
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち

　

を
育
て
る

　
　

「
地
域
の
子
ど
も
」と
し
て

　

育
て
る
た
め
、
地
域
の
お
祭

　

り
な
ど
の
行
事
に
積
極
的
な

　

参
加
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
内
高
等
学
校
生
徒
指

　

導
連
絡
協
議
会

　

事
務
局
（
共
生
高
校
内
）

　

�
�
�
�
�
�

　

防
衛
省
で
は
、
平
成　

年
度

��

自
衛
官
候
補
生
・
一
般
曹
候
補

生
・
航
空
学
生
・
防
衛
大
学
校

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
自
衛
官
候
補
生
（
任
期
制
）

○
受
験
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満　

��

��

○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

○
試
験
日

・
男
子　

�
月　

日
�
〜　

日

��

��

　

�
、　

日
�
、　

日
�
、　

��

��

��

　

月
�
日
�
〜
�
日
�
の
う
ち

　

い
ず
れ
か
�
日
を
指
定

・
女
子　

�
月　

日
�
〜　

日

��

��

　

�
の
う
ち
い
ず
れ
か
�
日
を

　

指
定

■
一
般
曹
候
補
生
（
定
年
制
）

○
受
験
資
格

　
　

歳
以
上　

歳
未
満

��

��

○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

○
試
験
日

　

�
月　

日
�
、　

日
�
の
う

��

��

　

ち
い
ず
れ
か
�
日
を
指
定

■
航
空
学
生
（
海
上
・
航
空
自

　

衛
隊
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成
）

○
受
験
資
格

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）　

��

　

歳
未
満

○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

○
試
験
日

　

�
月　

日
�

��

■
防
衛
大
学
校
学
生

○
受
験
資
格

　

高
卒
（
見
込
み
を
含
む
）　

��

　

歳
未
満

○
受
付
期
間

　

�
月
�
日
�
〜
�
月
�
日
�

○
試
験
日

・
推
薦

　

�
月　

日
�
、　

日
�
の
�

��

��

　

日
間

・
総
合
選
抜

　

�
月　

日
�

��

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�

�
�
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�
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�
�
�
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�
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�
�
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�
�
�
	


�
�

■
場
所

　

さ
ん
太
ホ
ー
ル
（
岡
山
市
北

　

区
柳
町
二
丁
目
�
番
�
号　

　

山
陽
新
聞
社
本
社
ビ
ル
）

■
参
加
費

　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

　

課

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

　
　

岡
山
県
内
の
農
業
、
地
域

　

活
動
、
伝
統
行
事
や
風
習
、

　

祭
り
、
イ
ベ
ン
ト
、
日
常
の

　

暮
ら
し
や
農
村
・
地
域
の
様

　

子
を
撮
影
し
た
も
の

■
応
募
規
程

・
�
Ｌ
以
上
の
カ
ラ
ー
作
品

・
応
募
者
本
人
が
岡
山
県
内
で

　

撮
影
し
た
未
発
表
作
品
（
応

　

募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。）

※
応
募
点
数
の
制
限
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

■
応
募
締
切

　
　

月　

日
�
（
当
日
の
消
印

��

��

　

有
効
）

■
応
募
方
法

　
　

応
募
用
紙
（
作
品
募
集
要

　

項
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し

　

て
、
作
品
と
一
緒
に
お
送
り

　

く
だ
さ
い
。

　
　

応
募
用
紙
は
、
農
業
共
済

　

課 
経
理
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　

い
。（
電
話
�
�
�
�
�
）

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
農
業
共
済
組
合
連
合

　

会  
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
係

　

〒
�
�
�－

�
�
�
�

　

岡
山
市
北
区
桑
田
町
�
番　
��

　

号

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

■
問
い
合
わ
せ
先

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

　

電
話
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp

/p
co
/o
k
a
y
a
m
a
/

　

岡
山
県
備
北
保
健
所
新
見
支

所
で
は
、
精
神
科
医
師
・
保
健

師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談
を
開

催
し
ま
す
。　

■
日
時
（
�
月
・
�
月
分
）

●
精
神
科
医
師
に
よ
る
心
の
健

　

康
相
談

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月
�
日
�

　

�
時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��

●
思
春
期
心
の
健
康
相
談

　

�
月　

日
�

��

　
　

時
〜　

時

��

��

■
場
所

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

（
岡
山
県
備
中
県
民
局
新
見

　

地
域
事
務
所
内
）

※
必
要
に
応
じ
て
訪
問
相
談
も

　

し
て
い
ま
す
。

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
方
法

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所
へ
電

　

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
北
保
健
所
新
見
支
所

　

�
�
�
�
�
�

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め

の
相
談
会
・
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
時　

�
月　

日
�

��

・
相
談
会　
　

時
〜　

時

��

��

・
説
明
会　
　

時
〜　

時
、　

��

��

��

　

時
〜　

時
��

■
場
所

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
館　

　

（
岡
山
市
北
区
二
丁
目
�
番

　
　

号
）

��
■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
県
司
法
書
士
会
事
務
局

　

�
�
�
�－

�
�
�－

�
�
�
�

■
テ
ー
マ

　

岡
山
市
で
、
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
へ
の
偏
見
・
差
別
の
解

消
を
目
指
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
を

正
し
く
理
解
す
る
た
め
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時

　

�
月　

日
�

��

　
　

時　

分
〜　

時　

分

��

��

��

��
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����������

土金木水火月日

�����

����������

��������������

��������������

������������

�������

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
�
月
の
休
館
日

��月�日�　��：��～

　子ども映画会「ななみちゃん2」　（哲西）

��月��日�　��：��～

　夏休みこどもお楽しみ会　パート�（新見）

　お話、大型絵本、紙芝居、楽しい工作など

　��：��～　こども映画会「ウサギとカメ」（新見）

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
ｈｔｔｐ：//ｌｉｂ．ｃｉｔｙ．ｎｉｉｍｉ．ｏｋａｙａｍａ．ｊｐ/ｉｎｄｅｘ．ｈｔｍ

�
�
�

�
��

�
�
�

�
�
�
�

◇新見図書館・哲西図書館・おおさ総合センター・神郷生涯学習センター・哲多総
合センター・学術交流センター図書館で借りた図書などは、この�施設のどこ
でも返却できます。  ただし、この�施設が所蔵する図書などに限ります。

休館日�■■�����
新見市新見��� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��　日・祝…��：��～��：��）

休館日�■■���������	
����
新見市大佐小阪部����番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��　土・日・祝…�：��～��：��）

休館日�■■��������	
��

�

新見市神郷下神代����番地 （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）

休館日�■■�����
新見市哲西町矢田����番地 （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
����
新見市哲多町本郷���番地� （������  ���������）
（開館時間�：��～��：��）

休館日�■■��������	
�
新見市西方���� 番地� （������  ���������）
（開館時間��：��～��：��）
������������	
��		�	
���������	
������������	
�

�
月
の
休
館
日

��������	
����
�����

　人気ブログをまとめた料理本
『syunkonカフェごはん』シリーズの4冊
目です。今回も、どこでも手に入る材料
で、安く簡単に手間なしでできる、料理
初心者でも料理嫌いでも、いきなり料理
上手風になれるレシピばかりを集めて
います。レンジで1発キーマカレーなど
電子レンジで作れるものや、トースター
にお任せのメニューも充実。人気のくす
っと笑えるレシピから、お得な食材を活
用したレシピまで、手間がかかってそう
に見えるのに無駄を徹底的に省いた楽
チンレシピを掲載しています。

『翔ぶ少女』
 原  田 　 マ  ハ ／著　ポプラ社　����年
はら だ ま は

　認知症の知識や上手なコミニ
ュケーション方法、心のケアの仕
方など、認知症介護に携わる家
族のストレスを軽減する知識をわ
かりやすく解説。また、「優しく
できない」「誰からも感謝され
ない」など、認知症介護で悩む
家族の様々な相談にも応える一
冊。

『よくばりなカササギ』
Ｉ�Ｃ�スプリングマン／文　徳間書店　����年

『家族のココロを軽くする認知症介護お悩み相談室』
 長  田 　 久  雄 ／著　中央法規出版　����年
おさ だ ひさ お

　����年、神戸市長田区。震災で両
親を失い、泣き叫ぶことしかできな
かった、あの朝。小学一年生の丹華
（ニケ）は、兄の逸騎（イッキ）、妹の
燦空（サンク）とともに、医師のゼロ

先生こと 佐  元  良  是  朗 に助けられた。
さ もと ら これ あき

復興へと歩む町で、少しずつ絆を育
んでいく四人を待ち受けていた、思
いがけない出来事とは…。少女の強
く切なる祈りが起こした、やさしい奇
跡。心ゆさぶる再生の物語。

『syunkonカフェごはん４』
 山  本 　ゆり／著　宝島社　����年
やま もと

��������
■全館
　夏休み市内図書館スタンプラリー　�月��日�～�月��日�
■新見
　課題図書・自由研究の本の展示　�月��日�～�月��日�
　一日こども図書館員　�月��日�、�月��日�
■哲西
　哲西図書館スタンプラリー　�月��日�～�月��日�
　課題図書・自由研究の本の展示　�月��日�～�月��日�
　七夕飾り　�月�日�～�日�
　古本リサイクル　�月��日�～��日�

�
��

　カササギが、友だちのネズミから、
ビー玉をひとつもらいました。「ほ
かにもほしいな」「もっとほしい
よ」と、カササギは、いろんなもの
を、どんどん集め始めます。ところ
　が、よくばりすぎて、巣がこわれ
　てしまい…？　モノを集め続ける
カササギと、かしこくて友だち思い
のネズミのお話。モノがあふれてい
る時代に、本当に大切なものはな
にかを問いかける一冊です。



���������������������

��������������	
い ふう らい

新見市法曽���番地（������）

開館時間��：��～��：��
休 館 日�月曜日
　　　　　 （ただし、�/���は開館し、�/���に休館）

�����

●常設展示観覧料
　一般…���円（���円）　高校生…���円（���円）
　（　）内は��人以上の団体料金

※中学生以下は入館無料

�����
新見市西方���番地（������）
開館時間��：��～��：��（入館は��：��まで）
休 館 日��/��・���～���

●観覧料
　一　般…���（���）円　中高生…���（���）円
　小学生…���（���）円
　（　）内は��人以上の団体料金

★市内小中学生は、「こころふれあいパスポート」
　提示で観覧無料
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会
期
▼
�
月　

日
�
〜
�
月　

日
�
ま
で
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界
を
紹
介
し
ま
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時 

�
月　

日
�　
　

時
〜

��

��

講
師 
 
中  
村  
辰  
治  （「
や
な
せ
た
か
し
の
世
界

な
か 
む
ら 
た
つ 
は
る

 　
　
　
 
　
 

展
」
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

　

子
ど
も
を
は
じ
め
幅
広
い
世
代
に
愛
さ
れ

つ
づ
け
る
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
の
生
み
の
親
、

や
な
せ
た
か
し
（
�
�
�
�
〜
�
�
�
�
）。

昨
年　

月
、　

歳
で
惜
し
ま
れ
な
が
ら
こ
の

��

��

世
を
去
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
残
し
た
功

績
は
大
き
く
、
決
し
て
色
あ
せ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

本
展
で
は
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
」
や
「
ば
い

き
ん
ま
ん
」
の
ア
ク
リ
ル
画
の
大
作
を
は
じ

め
、
絵
本
『
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
シ
ャ
ボ
ン
ダ

マ
ン
』『
や
さ
し
い
ラ
イ
オ
ン
』
の
原
画
、

作
詞
を
担
当
し
た
「
て
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」

の
墨
彩
詩
画
な
ど
�
�
�
点
余
り
を
展
示
し
、

　

年
に
わ
た
り
人
々
を
魅
了
し
た
、
や
な
せ

��た
か
し
の
ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
、
心
温
ま
る
世

「ダイダラボッチの首飾り」
茨城県霞ケ浦周辺縄文貝塚採取土器破片、土、 鹿 膠

しか

���
にかわ

����年　��×���

�
�
�
��
��
�
�
�
�

���
�
��
�
��
����
���
���
��
�
���

��
�

ほ
り 

え 

た
け 

し

��

〈企画展〉

﹇ 
堀  
江  
武  
史 
﹈　

�
�
�
�
年
東
京
生
ま
れ
。
修
復

ほ
り 

え 

た
け 

し

家
・
府
中
工
房
主
宰
。
国
學
院
大
学
在
学
中
に
縄
文

遺
跡
の
調
査
に
参
加
。
卒
業
後
「
縄
文
の
つ
た
え

方
」
を
テ
ー
マ
に
活
動
中
。
縄
文
遺
物
と
現
代
美
術

を
並
置
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
通
じ
て
縄
文
の
魅
力
を
追
及
・
発
信
し
て
い
る
。

「
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
の
首
飾
り
」

　

縄
文
遺
物
の
「
色
」
は
奇
跡
的
に
の
こ
っ
た
ご
く

一
部
の
も
の
。
ベ
ン
ガ
ラ
や
朱
の
赤
色
と
漆
の
黒
以

外
に
も
、
縄
文
人
は
道
具
や
祭
具
、
家
や
身
体
を
顔

料
、
染
料
で
色
づ
け
て
い
た
も
の
と
私
は
考
え
ま
す
。

き
れ
い
な
色
の
土
、
石
を
砕
い
て 
鹿  
膠 
と
混
ぜ
た
絵

し
か 

に
か
わ

の
具
で
、
縄
文
土
器
の
破
片
に
色
を
付
け
て
み
ま
し

た
。
ダ
イ
ダ
ラ
ボ
ッ
チ
と
は
、
こ
の
土
器
の
落
ち
て

い
た
地
域
に
貝
塚
を
遺
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
巨
人
の

呼
び
名
で
す
。

　

縄
文
の
美
の
魅
力
を
発
掘
し
続
け
る
縄
文
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
で
あ
り
、
考
古
学
的
修
復
・
複
製
技
術

者
で
あ
る 
堀  
江  
武  
史 
氏
の
造
形
の
心
に
ス
ポ
ッ
ト

ほ
り 

え 

た
け 

し

を
あ
て
た
展
覧
会
で
す
。

　

彼
の
創
作
の
視
点
は
縄
文
人
の
残
し
た
カ
タ
チ

か
ら
出
発
す
る
。
そ
れ
は
石
器
片
で
あ
っ
た
り
土

器
片
で
あ
る
。
そ
の
残
さ
れ
た
遺
物
に
こ
だ
わ
り

憑
り
つ
か
れ
て
そ
の
破
片
を
創
っ
た
縄
文
人
の
心

の
ヒ
ダ
を
ま
さ
ぐ
る
。
畑
地
に
転
が
る
土
器
片
は

耕
す
た
び
に
砕
か
れ
て
し
ま
う
。
消
滅
す
る
前
に

そ
れ
を
拾
い
上
げ
、
銀
箔
を
ま
と
わ
せ
て
そ
の
カ

タ
チ
の
中
心
を
際
立
た
せ
る
。
「
こ
の
縄
文
の
美

し
い
感
動
を
世
界
に
伝
え
た
い
」
と
希
求
す
る
彼

は
そ
の
時
、
現
代
の
縄
文
人
と
な
る
。
縄
文
考
古

学
か
ら
紡
ぎ
だ
す
縄
文
ア
ー
ト
の
美
の
世
界
を
ど

う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
期
▼
�
月　

日
�
ま
で

��

　

期
間
中
、
市
内
各
図
書
館
で
は
、
ア
ン
パ

ン
マ
ン
を
生
ん
だ
『
や
な
せ
た
か
し
』
の
本

や
絵
本
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
や
な
せ
た
か
し
の
世
界
を

本
で
旅
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
市
立
新
見
図
書
館　

�
�
�
�
�
� ※「 猪  風  来 　縄文スパイラルアート展」

い ふう らい

　 �/���まで開催

やなせさんとアンパンマン
ぬいぐるみ

てのひらを太陽に
�やなせたかし/フレーベル館・
　ＴＭＳ・ＮＴＶ
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���から

���まで

���
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課（�����）

����
人権・行政・登記・法律相談
��:��～��:��
�やまびこ広場神郷
�神郷支局（�����）

心配ごと相談
��:��～��:��
�やまびこ広場神郷
�社会福祉協議会　神郷支所
　（�����）

��
岡山県統一ノーレジ袋デー
�参加各店舗（��店舗）
�生活環境課環境保全係
　 （�����）

交通事故相談
���：��～��：��
�総合福祉センター�階図書室
�生活環境課生活交通係（�����）

��
東京芸術大学教授の
絵画教室（�日目）
��：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

��
議会報告・意見交換会
���：��～
�おおさ総合センター
�やまびこ広場神郷
�哲多総合センター
�哲西公民館矢神分館
�議会事務局（�����）

��
議会報告・意見交換会
���：��～
　西方ふれあいセンター
　正田ふれあいセンター
　山村開発センター
　熊野総合センター
�議会事務局（�����）

市長とフリートーク
���：��～
�哲多総合センター
�企画政策課広報係（�����）

��
市民学習講座
「パーソナルカラー講座～
 自分らしく輝いて暮らしに   
 彩りを～」（� 回目）
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

��
巡回更正相談
���：��～��：��
�保健福祉センター
�福祉課障害者福祉係
　（�����）

��
市長とフリートーク
���：��～
�きらめき広場・哲西
�企画政策課広報係（�����）

�
市民学習講座
「パーソナルカラー講座～
 自分らしく輝いて暮らしに   
 彩りを～」（� 回目）
���：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

�����

�
第��回新見ふるさとまつり
���：��～
�新見駅前通り特設おまつり
　広場ほか
�商工観光課（�����）

�
心配ごと相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター　
�社会福祉協議会　大佐支所
　（�����）

�
消費生活相談
���：��～��：��
�山村開発センター
�商工観光課（�����）

人権・行政・登記・法律
相談
���：��～��：��
�おおさ総合センター
�大佐支局（�����）
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���
心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会　本所（�����）

���
献血
��：��～��：��
　新見警察署
���：��～��：��
　杉岡建設（株）
���：��～��：��
　Ａコープあしん
�健康づくり課健康支援係（�����）

������

�����
人権・行政・登記・法律相談
��:��～��:��
�哲多総合センター
�哲多支局（�����）

��
行政相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会　哲西支所
　（�����）

�
新見市消防団幹部訓練
��：��～��：��
�防災公園多目的広場
�消防本部総務課（�����）

������
心配ごと相談
法律相談（要予約）
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会本所
　（�����）

��
議会報告・意見交換会
���：��～
　大佐公民館大井野分館
　神郷公民館高瀬分館
　菅生市民センター
　哲西大竹集会所
�議会事務局（�����）

��
議会報告・意見交換会
���：��～
　千屋成地いろりの家
　足見ふれあいセンター
　哲多金ボタル交流館
　坂本コミュニティハウス
�議会事務局（�����）

��

��������
市長とフリートーク
���：��～
�神郷保健センター
�企画政策課広報係（�����）

���海の日��
東京芸術大学教授の
絵画教室（�日目）
��：��～��：��
�まなび広場にいみ学習室
�生涯学習課生涯学習係
　（�����）

��������
市長とフリートーク
���：��～
�まなび広場にいみ
�企画政策課広報係（�����）

����
市長とフリートーク
���：��～
�おおさ総合センター
�企画政策課広報係（�����）

��
新見文化交流館自主企画事業
映画上映 会 「モンスタ ーズ
・ ユニバーシティ」
���：��～��：��（上映時間）
�まなび広場にいみ大ホール
�生涯学習課文化振興係
　（�����）

����
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�社会福祉協議会　哲西支所
　（�����）

�
心配ごと相談
��：��～��：��
�哲多総合センター　
�社会福祉協議会　哲多支所
　（�����）

��

夢ふれあい夏祭り
���：��～��：��
�ほほえみ広場にいみ
�福祉課障害者福祉係
　（�����）

��：��～��：��
�哲多総合センター
�社会福祉協議会　哲多支所
　（�����）

献血
���：��～��：��
���：��～��：��
�にいみプラザ
�健康づくり課健康支援係
　（�����） 人権・行政・登記・法律

相談
��：��～��：��
�きらめき広場・哲西
�哲西支局（�����）

心配ごと相談
���：��～��：��
�総合福祉センター
�社会福祉協議会　本所
　（�����）
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■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
   〒���－���� 岡山県新見市新見���番地�
　新見市総務部企画政策課　����������

■ホームページ
　������������	�
��		�	�����������	
　携帯電話でもご覧になれます

平成��年�月 号   平成��年�月�日 N o.���

★�月号の「ハッピーバースデー」コーナーに掲載希望の人は、企画政策課広報係（������）にご一報ください。（締切は�月��日）

総人口��� ���人  男��� ���人 女��� ���人 世帯数��� ���世帯   （平成��年�月��日現在）

■面積　��� � ���

■ひとのうごき （　 ）内は前月比較

　総人口　������人（－��人）

　　男　　������人（－��人）

　　女　　������人（－��人）

　出生…��人　 転入…��人

　死亡…��人　 転出…��人

　世帯数　������世帯（－�世帯）

　（平成��年�月末日現在）

�������

■固定資産税・都市計画税２期
■国民健康保険税１期
　（納期限：�月��日）
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ハッピー�
バースデー�

今月、満�歳になる子どもたちです。
これからも元気で大きくなってね！
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